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世界の秘境に感動を求めて、50 歳から挑んだ、美の世界。 

１冊くらいは、本が書けるだろうと⾔われて「地球４周ひとり⾏脚」出版に、四苦⼋苦。 

世界の秘境をまわって、今、あなたに伝えたい。講演の機会も、いただいた。 

⽂章のプロではないことを、思い知らされた。 

しかし、前向きに考えることで、体験に感謝。いい機会だったと、今、思う。 

 

北⽶⼤陸、東部の旅、下記は、その地域の、ある旅の⾜跡。 

⾷事に飽きたとか、早朝、レンタカーの鍵を、⾞のトランクに忘れたとか、出張代、30 ドル、 

カナダの⼭奥で、草か⾍かわからないが、⽪膚がかぶれて病院へ。 

診察料 70 ドル、薬代 50 ドル、いろいろ記録している。ドジな話もいろいろ。 

 

 

    
 



いい機会なので、「地球４周ひとり脚」本からの抜粋の⽂句が、 

⼤学始め、いろいろな講演で、使われた。 

 

秘境の大自然の中に、ポツンとひとり立っていると、人間は、なんと小さな存在なのだろうと 

ひしひしと感じる。自然は、美しかった。自然を大事にしようではないか。 

美しいものを大事にしようではないか。そのためには、 

美しいものを、美しいと感じる心を大事にすることだ。今こそ、環境保全が、問われている。 
 

 

 
 

 

〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜 
 

 

     


